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TLCの活動や映像など、さまざまな情報を発信
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3年ぶりの王座奪回!
市販車部門でワン・ツー・フィニッシュ



この２年間は市販車部門準優勝に終わり、悔しさに唇を噛み締めた
さらなる性能向上を目指した車両は事前のシェイクダウンで上々の仕上がり

“今度こそリベンジを”という強い思いで臨んだ今大会
これまでの無念を晴らすような力強さで、TLCはダカールの王者に返り咲いた
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序
盤
か
ら
主
導
権
を
握
る
好
調
な
走
り

　

Ｔ
Ｌ
Ｃ
（
チ
ー
ム
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
・
ト
ヨ
タ

オ
ー
ト
ボ
デ
ー
）
は
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
２
０
１
４
の

市
販
車
部
門
に
ト
ヨ
タ
・
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー

２
０
０
の
２
台
体
制
で
参
戦
し
た
。
前
回
不
運
な
ア

ク
シ
デ
ン
ト
や
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
２
年
連
続
で
王
座
を

逃
す
こ
と
に
な
っ
た
チ
ー
ム
は
も
う
負
け
ら
れ
な
い

と
徹
底
的
な
敗
因
分
析
と
対
策
を
実
施
。
今
大
会
に

向
け
て
は
モ
ロ
ッ
コ
で
の
３
度
に
わ
た
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
国
内
訓
練
、
戦
力
向
上
の
た
め
の
車
両
性
能

の
見
直
し
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
周
到
な
準
備
を

約
１
年
か
け
て
積
み
重
ね
て
き
た
。

　

２
０
１
４
年
大
会
に
臨
む
の
は
前
回
と
同
じ
１
号

車
の
三
橋
淳
／
ア
ラ
ン
・
ゲ
ネ
ッ
ク
組
と
２
号
車
の

２号車ジボン／三浦組が２位でゴール、TLCにとっては完勝といえる結果となった。

ニ
コ
ラ
・
ジ
ボ
ン
／
三
浦
昂（
ト
ヨ
タ
車
体
社
員
）組
。

チ
ー
ム
を
束
ね
る
森
達
人
監
督（
ト
ヨ
タ
車
体
社
員
）

の
も
と
前
回
大
会
を
経
験
し
た
メ
ン
バ
ー
全
員
が
再

び
起
用
さ
れ
、
福
岡
ト
ヨ
タ
か
ら
新
た
に
派
遣
さ
れ

た
メ
カ
ニ
ッ
ク
１
名
を
加
え
た
総
勢
19
人
と
い
う
体

制
で
南
米
へ
と
向
か
っ
た
。

　

ア
フ
リ
カ
か
ら
舞
台
を
移
し
て
６
年
目
と
な
る
今

大
会
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
ス
タ
ー
ト
し
、
チ
リ
に
ゴ

ー
ル
す
る
ル
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
。
ラ
リ
ー
は
１
月

５
日
に
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
北
東
約
３
０
０
㎞
に

位
置
す
る
ロ
サ
リ
オ
を
出
発
。
前
半
戦
は
ア
ン
デ
ス

山
脈
東
側
の
山
麓
地
域
を
北
上
し
、
10
日
に
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
北
部
の
サ
ル
タ
に
到
着
。
同
地
で
の
中
間
休

息
日
の
あ
と
後
半
戦
は
ま
ず
２
輪
と
４
輪
部
門
が
別

ル
ー
ト
に
分
け
ら
れ
、
４
輪
は
サ
ル
タ
基
点
の
ル
ー

プ
コ
ー
ス
、
２
輪
は
ボ
リ
ビ
ア
を
経
由
し
て
チ
リ
の

カ
ラ
マ
で
再
び
合
流
。
そ
の
後
は
主
戦
場
で
あ
る
ア

タ
カ
マ
砂
漠
を
南
下
し
、
18
日
に
首
都
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
近
郊
の
バ
ル
パ
ラ
イ
ソ
に
ゴ
ー
ル
す
る
と
い
う
内

容
だ
。
４
輪
部
門
の
全
行
程
は
９
３
７
４
㎞
で
そ
の

う
ち
競
技
区
間
（
Ｓ
Ｓ
）
は
５
５
２
２
㎞
。
14
日
間

13
ス
テ
ー
ジ
と
13
年
大
会
（
15
日
間
14
ス
テ
ー
ジ
）

よ
り
１
日
短
い
日
程
に
も
か
か
わ
ら
ず
競
技
距
離
は

１
３
０
０
㎞
以
上
長
い
た
め
、
５
０
０
㎞
以
上
の
ロ

ン
グ
Ｓ
Ｓ
が
５
区
間
も
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
。
加
え

て
前
半
戦
の
山
岳
路
や
枯
れ
川
、
中
盤
以
降
の
最
高

標
高
４
２
０
０
ｍ
に
及
ぶ
高
地
の
オ
フ
ロ
ー
ド
、
そ

し
て
後
半
戦
ア
タ
カ
マ
砂
漠
の
難
易
度
の
高
い
砂
丘

な
ど
ス
テ
ー
ジ
の
内
容
も
厳
し
く
、
ハ
ー
ド
な
大
会

と
し
て
参
加
者
を
苦
し
め
た
。

　

４
日
に
行
わ
れ
た
ス
タ
ー
ト
セ
レ
モ
ニ
ー
で
日
本

か
ら
駆
け
つ
け
た
ト
ヨ
タ
車
体
岩
瀬
隆
広
副
社
長
、

八
重
口
敏
行
常
務
執
行
役
員
、
山
内
潔
総
務
部
長
の

激
励
を
受
け
た
Ｔ
Ｌ
Ｃ
の
２
台
は
５
日
、
落
ち
着
い

た
ペ
ー
ス
で
序
盤
戦
を
ス
タ
ー
ト
。
と
り
わ
け
１
号

車
は
ペ
ー
ス
の
遅
い
先
行
車
に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
初
日
は
前
大
会
の
市
販
車
部
門
勝
者
Ｘ
・
フ

ォ
ジ
組
（
ト
ヨ
タ
・
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
プ
ラ
ド
）

を
先
行
さ
せ
る
慎
重
さ
だ
っ
た
。
だ
が
、
本
格
的
な

競
技
開
始
と
な
っ
た
２
日
目
に
は
早
く
も
２
号
車
、

１
号
車
の
順
で
Ｔ
Ｌ
Ｃ
が
市
販
車
部
門
１
・
２
位
の

態
勢
を
確
立
。
以
後
３
位
の
フ
ォ
ジ
組
以
下
と
の
差

を
序
々
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

９
日
の
行
程
は
チ
レ
シ
ト
～
サ
ン
・
ミ
ゲ
ル
・
ド

ゥ
・
ト
ゥ
ク
マ
ン
。
酷
暑
で
知
ら
れ
る
フ
ィ
ア
ン
バ

ラ
砂
漠
の
周
辺
を
通
過
す
る
た
め
相
応
の
暑
さ
は
予

想
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
日
は
外
気
温
47
度
と
い
う

異
常
な
事
態
に
。
安
全
の
た
め
競
技
は
途
中
の
チ
ェ

過去の成績
開催年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

使用車両 ランドクルーザー100 ランドクルーザー200
成績 優勝* 優勝* 優勝* 大会中止 優勝* 優勝* 優勝* ２位 ２位 優勝

＊ ガソリンクラスを含む市販車部門で６連覇達成

ポディウムで観客の声援に応える、市販車部門で優勝した１号車の三橋／ゲネック組。

3年ぶりの栄冠は
ワン・ツー・フィニッシュ!

2号車	 No.344
ドライバー	 ニコラ・ジボン
ナビゲーター	三浦	昂 （トヨタ車体 総務部広報室）

1号車	 No.345
ドライバー	 三橋	淳
ナビゲーター	アラン・ゲネック
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ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
ま
で
で
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
、

予
想
外
の
難
所
と
な
っ
た
。
だ
が
、
Ｔ
Ｌ

Ｃ
の
２
台
は
そ
れ
ぞ
れ
パ
ン
ク
や
ス
タ
ッ

ク
、
そ
し
て
暑
さ
に
よ
る
体
力
消
耗
に
苦

し
み
な
が
ら
も
ド
ラ
イ
バ
ー
と
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
が
力
を
合
わ
せ
、
部
門
１
・
２
位
で

ゴ
ー
ル
。
競
技
者
の
半
分
が
朝
ま
で
に
ト

ゥ
ク
マ
ン
に
到
着
で
き
な
い
中
、
チ
ー
ム

力
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

危
機
を
乗
り
越
え
、王
者
復
活
へ

　

と
こ
ろ
が
そ
の
翌
日
の
前
半
戦
最
終
日

に
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
。
サ
ル
タ
へ
の

Ｓ
Ｓ
中
、
２
号
車
が
埃
の
中
で
立
ち
木
に

ぶ
つ
か
り
前
部
に
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
た
の

中
で
２
号
車
の
前
輪
駆
動
系
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、

不
安
を
抱
え
た
状
態
で
ゴ
ー
ル
。
１
号
車
も
砂
丘
の

谷
間
で
ス
タ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
に
後
続
車
に
突
っ
込

ま
れ
て
大
き
く
タ
イ
ム
ロ
ス
す
る
な
ど
、
フ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
の
溜
ま
る
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
も
幾
度
か
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ

な
が
ら
も
冷
静
に
対
処
し
、
最
後
ま
で
自
分
た
ち
の

ペ
ー
ス
を
守
り
き
っ
た
２
台
は
18
日
、
揃
っ
て
バ
ル

パ
ラ
イ
ソ
市
内
に
ゴ
ー
ル
。
１
号
車
三
橋
／
ゲ
ネ
ッ

ク
組
は
上
位
の
改
造
車
勢
に
分
け
入
る
総
合
21
位
で

市
販
車
部
門
優
勝
、
１
号
車
か
ら
１
時
間
27
分
51
秒

差
の
総
合
24
位
ま
で
追
い
上
げ
た
２
号
車
ジ
ボ
ン
／

三
浦
組
が
部
門
２
位
で
続
い
た
。
車
両
と
と
も
に
ポ

デ
ィ
ウ
ム
に
上
が
っ
た
選
手
た
ち
は
日
本
か
ら
駆
け

つ
け
た
ト
ヨ
タ
車
体
網
岡
卓
二
社
長
、
林
正
敏
執
行

役
員
（
チ
ー
ム
代
表
）
と
が
っ
ち
り
握
手
。
Ｔ
Ｌ
Ｃ

は
３
年
ぶ
り
に
同
部
門
タ
イ
ト
ル
を
奪
回
し
、
改
造

を
厳
し
く
制
限
さ
れ
る
市
販
車
部
門
で
の
ワ
ン
・
ツ

ー
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
ト
ヨ
タ
・
ラ
ン
ド
ク
ル

ー
ザ
ー
２
０
０
の
優
秀
性
を
世
界
に
再
び
ア
ピ
ー
ル

す
る
結
果
と
な
っ
た
。

ステージ終了後、ビバークで戦況を森監督やメカに報告する１号車の三橋ド
ライバー。チームは一丸となって勝利に向かって突き進んだ。

前半戦部門トップを堅持した２号車は車両にダメージを負ったが、メ
カの懸命な作業もあって後半戦も快走。チームの強さが発揮された。

順位推移
ラリー日程 1号車_No.345_三橋/ゲネック 2号車_No.344_ジボン/三浦

クラス 市販車部門 総合 クラス 市販車部門 総合
1月3日（金）車検 TECHNICAL CHECK - - - - - -
1月4日（土）START DEPARTURE PODIUM - - - - - -
1月5日（日）STAGE01 3 3 43 1 1 39
1月6日（月）STAGE02 2 2 32 1 1 30
1月7日（火）STAGE03 2 2 32 1 1 28
1月8日（水）STAGE04 2 2 25 1 1 24
1月9日（木）STAGE05 2 2 22 1 1 21
1月10日（金）STAGE06 1 1 22 2 2 31
1月11日（土）休息日 REST DAY 1 1 22 2 2 31
1月12日（日）STAGE07 1 1 22 2 2 29
1月13日（月）STAGE08 1 1 23 2 2 29
1月14日（火）STAGE09 1 1 22 2 2 28
1月15日（水）STAGE10 1 1 21 2 2 26
1月16日（木）STAGE11 1 1 21 2 2 22
1月17日（金）STAGE12 1 1 20 2 2 24
1月18日（土）STAGE13/FINISH ARRIVAL PODIUM 1 1 21 2 2 24

会心の奪回劇。ライバルを圧倒し
TLCの強さを見せつける結果に

参加台数と完走率
部門 クラス 参加台数 完走台数 完走率

市販車 ガソリン 1 1 100%
量産車にロールバー・大容量タンクなどの「安全に走る」ための装備を
追加した車。主要部品の交換が禁止されている

ディーゼル 12 8 67%
13 9 69%

改造車
134 53 40%速く走ることを目的に改造を施した車。量産車を改造したものから、ボデーから

エンジンまですべての部品を専用に作ったプロトタイプまで含む
４輪 147 62 42%

２輪（クアッド含む） 214 93 43%
カミオン（トラック） 70 50 71%

合計 431 205 48%

トヨタ自動車
豊田章男社長から
お祝いのコメントを頂きました

　トヨタ車体「チームランドクルーザー・トヨタオートボデー」が、市販車
部門で３年ぶりに待望の王座奪回を果たしたことを、大変うれしく思います。
これも、応援をいただきました皆様のお蔭であり、心から感謝申し上げます。
南米大会史上最長の競技区間約5500キロを走り抜いたドライバーとナビ、
それを支えたメカニック、そしてすべての関係者の皆さん、本当におめでと
う。ゴールまでの長く過酷な道のりには、さまざまな「道」との出会い、そ
して多くのドラマがあったと思います。「道がクルマをつくり、人を鍛える。」
その思いを胸に、これからも、グループ一丸となって、いいクルマづくりに
取り組んでいきたいと思います。応援ありがとうございました。

トヨタ自動車
豊田章男社長から
お祝いのコメントを頂きました

　３年ぶりとなる市販車部門王座奪回を達成でき、非常にうれしくおも
っています。このような結果を出すことができたのは、良いクルマに加
え、良いドライバー・良いナビゲーター・良いメカニックが一生懸命取
り組んでくれたからであり、一つでも、一人でも欠けていたとすれば、
この結果を出すことはできなかったと思います。
　今回の市販車部門優勝により、当社で製造する「トヨタランドクルー
ザー200」の走破性、安全性、信頼性を世界にアピールできました。今
後もラリーで得られた成果をクルマづくりに生かしながら、世界中のお
客様に喜んで頂けるクルマづくりに一層励んで参ります。
　声援いただいた皆様、ならびにスポンサーや関係者の皆様の温かいご
支援にあらためて御礼申し上げます。ご声援ありがとうございました。

トヨタ車体
取締役社長

網岡卓二

      

　２年連続、市販車部門で２位となり、非常に
悔しい思いをしてきました。その悔しさをバネ
にもう一度徹底的に勝ちにこだわったクルマづ
くり、チームづくりをしてきました。そうした
背景もあり、今回王座奪回できたことは、この
上ない喜びです。今後は、取り戻した王座を再
び手放すことがないように、連覇し続けられる
チームづくりを目指していきたいと思います。

チーム代表
トヨタ車体 執行役員

林	正敏
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　競技に先立ち、ロサリオにあるアルゼンチン独立時に初めて国旗が掲
げられたモニュメント・ア・ラ・バンデラでスタートセレモニーが行わ
れた。今回スタートするのは２輪・４輪合わせて431台。全車が通過す

初日を市販車部門１、３位で終えたTLC。３位
の１号車も２位との差はわずか４秒。

　競技初日のSSはコルドバ山脈を越えるツイスティなワインディング
が中心。道幅は狭く、追い越しが困難で先行車の埃も酷く、リスキーで
あった。最初のSSはカーナンバー順に出走するためニコラ・ジボン／
三浦昂組の２号車、三橋淳／アラン・ゲネック組の1号車は30秒間隔で
スタート。市販車部門のライバルで先発のX.フォジ組を交えての走行と
なり、２号車が市販車部門１位、１号車が３位と順調な出足となった。

1/4

市販車部門１・３番手と好調な発進

寄せ書きされた社旗を掲げスター
トのポディウムに立つ２号車。

るのに約６時間という大イベ
ント。TLCの２台は駆けつ
けたトヨタ車体岩瀬隆広副社
長、八重口敏行常務執行役員、
山内潔総務部長の激励を受け、
詰めかけた数十万人もの観客
の歓声に応えた。

南米で６回目の開催となる今回は
アルゼンチンをスタートし
チリにゴールにする、南米大会最長となる
競技区間約5500kmの厳しい道のりとなった

まず初日トップを奪った２号車
のジボンドライバー。
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チームメンバーを前に
挨拶をする岩瀬副社長。

　アルゼンチンの首都ブエノスアイレスから約300km離れたサンタフ
ェ州の都市ロサリオで車検が行われた。チームは車検を無事通過し、競
技開始を待つだけとなった。

三橋ドライバーを激励す
るトヨタ車体岩瀬副社長。

車検もスムーズに終え、戦いの準備整う

1/3スタートセレモニー
ロサリオ

第１ステージ
ロサリオ→サン・ルイ
リエゾン：629km　SS：180km

車検
ロサリオ

ステージ順位（市販車部門） 市販車部門順位（累計） 総合順位（累計）

１号車（No.345） 3位 3位 43位
２号車（No.344） 1位 1位 39位

1/6 第２ステージ
サン・ルイ→サン・ラファエル
リエゾン：365km　SS:：433km

1/7 第３ステージ
サン・ラファエル→サン・ファン
リエゾン：295km　SS：301km

1/8 第4ステージ
サン・ファン→チレシト
リエゾン：211km　SS：657km

1/9 第5ステージ
チレシト→サン・ミゲル・ドゥ・トゥクマン
リエゾン：384km　SS：527km

　近くに南米最高峰のアコンカグア山がそびえ、3000m級の山岳地帯
を通過する競技３日目のSSは、路面は堅いグラベル、川も数カ所現れた。
TLCの２台はこのSSも手堅い走りで、１号車が市販車部門１位、２号
車が２位で完走。直接のライバルで、昨年、一昨年の覇者であるフォジ
組に対し、１号車は33分の差をつけた。

１号車が今大会初のステージトップでクリア

ステージ順位（市販車部門） 市販車部門順位（累計） 総合順位（累計）

１号車（No.345） 1位 2位 32位
２号車（No.344） 2位 1位 28位

　前半は堅いグラベル、終盤に約50kmの砂丘が設定されたSSはシエ
ラ・ネバダの山麓が舞台。砂丘は砂が柔らかく上りにくいため競技者を
苦しめたが、TLCの２台は順調に走行し、２号車が部門１位、１号車
が２位でフィニッシュ。累計でもワン・ツー態勢を築いた。

快調なペースで、早くもワン・ツー態勢

ステージ順位（市販車部門） 市販車部門順位（累計） 総合順位（累計）

１号車（No.345） 2位 2位 32位
２号車（No.344） 1位 1位 30位

　競技４日目のSSは今大会
最長の657㎞で、前半217㎞
のあとニュートラルゾーンを
挟んで後半の284㎞という設
定。コースはグラベル中心だが、
小さな川も流れる3400m級の
高地を通過する。TLCはこの
長距離コースも慎重かつ果敢
に攻め、１号車が市販車部門
１位、２号車が２位でゴール。
累計で２位の１号車と３位の
フォジ組の差を１時間42分
とさらに広げた。

今大会最長のSSで２台揃ってリードを広げる

ステージ順位（市販車部門） 市販車部門順位（累計） 総合順位（累計）

１号車（No.345） 1位 2位 25位
２号車（No.344） 2位 1位 24位

　前日に続き、前半の211kmと後半の205kmを111kmのニュートラル
ゾーンを挟むSSとなった競技５日目。しかし、気温47℃という高温で
安全上の理由から後半は107kmに短縮されて行われた。SS前半は砂丘
や荒野、後半は激しい山登りという厳しいルートであった。TLCの２
台は水温上昇に気を付けながら順調に走行し、２号車が市販車部門トッ
プでゴール。１号車はスタックやパンクでやや遅れたが２位で続き、３
位との差を一気に５時間に広げ、ワン・ツー態勢を確固たるものとした。

酷暑のステージで大きく勝利へ前進

ステージ順位（市販車部門） 市販車部門順位（累計） 総合順位（累計）

１号車（No.345） 2位 2位 22位
２号車（No.344） 1位 1位 21位

多くの声援を受け、いよいよ戦いの舞台へ

　2012、2013年大会ともに良い結果を出すこ
とができなかったため、今大会では今まで以上
に市販車部門優勝にこだわり、徹底的に堅実な
走りをしてきました。その結果、自身としては
４回目となる市販車部門優勝を達成することが
でき、この1年間、チームメンバーとやってき
た準備が間違っていなかったことを証明できま
した。本当にうれしく思っています。また、ト
ヨタランドクルーザー200の素晴らしさを世界
に証明できたことを誇りに思います。皆さんの
ご声援に感謝しています。

　３年ぶりの王座奪回をとてもうれしく思うと
ともに、大きな達成感を感じています。このチ
ームに入って４年目となりますが、年々増して
いくチーム・クルマへの信頼から、今大会は本
当に安心してラリーに集中することができまし
た。もちろん順調に進むことばかりではありま
せんでしたが、ひとつずつ困難を乗り越えられ
たのも、チームのサポートと多くの方々のご声
援による後押しがあったからこそだと感じてい
ます。ありがとうございました。

　王座を取り戻すことができました。
今回、優勝を達成できたのは皆様の
ご声援を受け、メンバーが全員で挑
み、２度の２位を味わった悔しさを
胸にやってきたトレーニングの成果
を十分に発揮することができた結果
だと思います。また、スポンサーや
ファンの皆様の声援は南米まで届い
ており、非常に励まされました。こ
の結果に満足することなく、今後も
勝ち続けていけるように努力してい
きたいと思っています。ご声援あり
がとうございました。

スタックやパンクがあったが１号車も
着実な走りを見せた。

酷暑で暑さにうなだれるゲネックナビを
森監督が労う。

安定した走りで
２号車は依然累
計で市販車部門
１位を堅持。

連日のステージトップ奪取とな
った１号車の三橋ドライバー。

順調な走りで２号車が市販車部門１位を維持。

ワン・ツー態勢に１号車
の三橋ドライバー、森監
督にも笑みがこぼれる。

１号車が今大会初めてステージトップを獲得した。

ナビゲーター

アラン・ゲネック
ドライバー

三橋 淳

チーム監督

森 達人 （トヨタ車体 総務部広報室）

TEAM VOICE

TEAM VOICE
1号車 No.345

王座奪回へ 15日間の戦い
DAKAR RALLY 2014

ダカールラリー2014 大会概要
競技期間：2014年１月４日～18日
走行距離：9374km（全13ステージ）

TLC２台の好走にメカ
ニックも車両整備に気
合いが入る（福岡トヨ
タ 丸山メカとトヨタ
自動車 横田メカ）。
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1/12 第7ステージ
サルタ→サルタ
リエゾン：230km　SS：533km

　後半戦初日はサルタを起点と
するループコースで、ニュート
ラルゾーンを挟まない533km
のロングSS。路面は堅いグラ
ベルで標高は最高4200mとい
う過酷な高地での戦いとなった。
TLCの２台は後半戦も順調で、
修理を終えた２号車は市販車部
門１位と車両のダメージによる
心配もまったくない走り。１号
車も部門２位で、累計で１号車、
２号車が１、２位の座をがっち
り保った。

後半戦初日も盤石のワン・ツー態勢

ステージ順位（市販車部門） 市販車部門順位（累計） 総合順位（累計）

１号車（No.345） 2位 1位 22位
２号車（No.344） 1位 2位 29位

ステージを部
門トップで終
えた２号車。

1/14 第9ステージ
カラマ→イキケ
リエゾン：29km　SS：422km

　終盤に40kmほどの砂丘があ
るこの日のSSは、最後に3km
もある崖のようなイキケの砂山
を下る設定。TLCの２台は深
い砂丘との格闘を物語るように
バンパー周辺を傷めたが、この
ステージもワン・ツー・フィニ
ッシュ。累計で２位の２号車と
３位のヤコピニ組との差を７時
間以上に広げた。

アタカマの難所も部門１、２位で切りぬける

ステージ順位（市販車部門） 市販車部門順位（累計） 総合順位（累計）

１号車（No.345） 2位 1位 22位
２号車（No.344） 1位 2位 28位

ステージ首位は２号車に譲ったが、１号車
が累計で部門１位を堅持。

今大会に向け、勝つことを目指
して一年間準備をし、周囲の期
待の大きさも強く感じました。
自分は社員ナビゲーターをこれ
まで５回やらせて頂きましたが、
こんなに苦しいけれど楽しかっ
たダカールラリーはありません。
プレッシャーの中で充実してい
ましたし、沢山のことを学ぶこ
とも出来ました。これからデビ
ューする次代の社員ナビにも沢
山のことを伝えていきたいと思
います。

今年の戦いの中で一番ハードだ
ったのは暑さでした。競技自体
は今大会に向けて行ったクルマ
の軽量化などの走破性向上の効
果がはっきり感じられ、走りや
すかったです。アクシデントか
らもリカバリーして完走でき、
メカニックに直してもらったマ
シンも完璧でしたし、ランドク
ルーザーの耐久性の高さを改め
て感じました。何よりチームと
して優勝出来たことを嬉しく思
います。

1/10 第6ステージ
サン・ミゲル・ドゥ・トゥクマン→サルタ
リエゾン：270km　SS：424km

　前半戦最終日の競技６日目は、ニ
ュートラルゾーンを挟んだ前後２パ
ートのSSで、堅い路面の山岳路が
中心。埃が酷く、前半はワインディ
ングが多かった。ここまで順調な
TLCだがSS前半の左コーナーで２
号車が埃に視界を失ってコースアウ
トし、立木に衝突し前部にダメージ
を負ってしまう。幸い走行に問題な
く、応急措置をとり、市販車部門１
位の１号車から１時間45分遅れの
２位でゴールした。

２号車コースアウトの窮地も何とか切り抜ける

ステージ順位（市販車部門） 市販車部門順位（累計） 総合順位（累計）

１号車（No.345） 1位 1位 22位
２号車（No.344） 2位 2位 31位

前部にダメー
ジを負いなが
らも不屈の闘
志で激走する
２号車。

ビバークに
到着後、状
況をメカニ
ックに説明
する三浦ナ
ビとジボン
ドライバー。

1/11 休息日
サルタ

　大会中間に設けられた休
息日。前半戦を終え、３位
に５時間14分のリードを
築いたTLCは後半戦に向
け車両の整備に全力を注い
だ。前日不運な接触で車両
にダメージを受けた２号車
も修復作業を終え、後半戦
に向け万全の態勢を整えた。

勝利を目指し、後半戦へ準備も万全
入念な整備を終え、いざ後半戦へ

整備に余念が
ない横田、冨
田の両メカニ
ック。チーム
はミーティン
グを行い、改
めて気を引き
締めた。

1/13 第8ステージ
サルタ→カラマ
リエゾン：510km　SS：302km

　舞台はアルゼンチンからチリへ入り、SSは標高2200～3500ｍの山
岳路で行われた。路面は堅いグラベルが中心で、高速コースとフェシュ
フェシュ（パウダー状の細かい砂）が続く道なき荒野が待ち受けた。
TLCの２台はこの過酷なSSも堅実に走り、２号車が市販車部門１位、
１号車が２位で終え、累計２位の２号車と３位A.ヤコピニ組（トヨタ・
ハイラックスSW4）とは５時間８分差となった。

山場となるアタカマ砂漠へ突入も無事に走破

ステージ順位（市販車部門） 市販車部門順位（累計） 総合順位（累計）

１号車（No.345） 2位 1位 23位
２号車（No.344） 1位 2位 29位

ステージ２位の１号車が累計で１位をキープ。

翌日の戦いに向け、ビバークに到
着した車両をメカが入念に整備。

1/15 第10ステージ
イキケ→アントファガスタ
リエゾン：58km　SS：631km

砂漠のロングSSも慎重に乗り切る

ステージ順位（市販車部門） 市販車部門順位（累計） 総合順位（累計）

１号車（No.345） 1位 1位 21位
２号車（No.344） 2位 2位 26位

難しい砂丘を果敢に攻める１号車。

1/16 第11ステージ
アントファガスタ→エル・サルバドル
リエゾン：144km　SS：605km

　途中にニュートラルゾーンを挟まないSSでは今大会最長で、前半に
標高3000mの高地まで上り下りする山岳路、後半は120kmに及ぶコピ
アポ砂漠のある難コースだ。市販車部門１位の１号車は、２本のタイヤ

最大の難関も突破して最後の砂丘へ

ステージ順位（市販車部門） 市販車部門順位（累計） 総合順位（累計）

１号車（No.345） 2位 1位 21位
２号車（No.344） 1位 2位 22位

難関のステージも部門１、２位で切りぬけ
たTLC。いよいよ勝利が見えてきた。

1/18 第13ステージ/ゴールセレモニー
ラ・セレナ→バルパライソ
リエゾン：378km　SS：157km

　前日までに大きなリードを築いたTLCは最終日を慎重に走り、１号車
がSSを総合28位、２号車が27位、累計で市販車部門の１、２位で終え、
257kmの移動区間を経てゴールのバルパライソに到着した。ゴールセレ
モニーで選手は日本から駆けつけたトヨタ車体網岡社長、チーム代表の
林執行役員とがっちり握手。三橋／ゲネック組は会場を埋めた観客の歓
声の中でシャンパンを振り撒き、チームは３年ぶりの美酒を味わった。

歓喜の王座奪回はワン・ツー・フィニッシュ！

ステージ順位（市販車部門） 市販車部門順位（累計） 総合順位（累計）

１号車（No.345） 2位 1位 21位
２号車（No.344） 1位 2位 24位

市販車部門１、２位を獲得し、網岡社長、林チーム代表と喜びを分かち合った。

1/17 第12ステージ
エル・サルバドル→ラ・セレナ
リエゾン：349km　SS：350km

最終の関門も市販車部門１、２位で突破

ステージ順位（市販車部門） 市販車部門順位（累計） 総合順位（累計）

１号車（No.345） 1位 1位 20位
２号車（No.344） 2位 2位 24位

SS後、１号車に駆動系トラブ
ルが発生。最終日に向けメカ
は最後まで入念な整備を行う。

ラリーが無事に終わってホッとしま
した。今回が初めての挑戦でしたが、
大会期間の２週間がとても短く感じ
ました。過酷な状況でも正確かつス
ピーディな整備が求められ、メカニ
ックとして貴重な経験ができました。

初めて参加した前回は勝てず、今年
も勝てなかったら福岡に帰れないよ
うな気持ちでしたが、結果が出てよ
かったです。担当した２号車のアク
シデント対応など、1年目の経験が
活かせた所もあったと思います。

３年目の挑戦となった今回のダカー
ルラリーは、“必勝”というプレッ
シャーがとても強かったのですが、
目標を達成できた今は、３年間やっ
てきて本当に良かったと思います。
優勝できて安心しました。

今回は２年目のメカニックとして１
・２号車の双方を担当しましたが、
やるべきことをしっかりやりきるこ
とができました。TLCのメカニッ
クとして優勝を味わうことができ、
誇りに思います。

パンクもあったが部門２位でフ
ィニッシュした。２号車も終盤
タイヤ１本がパンクしたが１位
で終え、TLCは市販車部門の１、
２位をさらに堅実なものとした。

　競技はいよいよ山場となるアタカマ砂漠へ。この日は途中に185km
のニュートラルゾーンを挟んだ631kmのロングSS。231kmの前半部に
は70kmに及ぶ砂丘が、その後は高速コースが続き、後半の215kmには

フェシュフェシュも待ち
受けた。この難しいコー
スを１号車は慎重にクリ
アし、市販車部門1位で
ゴール。２号車も砂丘で
タイヤを１本リム落ちさ
せたほかはトラブルもな
く２位で終え、累計で２
位の２号車と３位フォジ
組との差は８時間30分
まで広がった。

　４日間続いたアタカマ砂漠の戦いも最終日。SS前半は標高2000m超
の高地に上り下りする山岳路、後半の150kmは砂地で、柔らかい砂の
砂丘があり、実質最後の難関となった。前日、市販車部門累計２位の２
号車と３位フォジ組との差を９時間30分まで広げたが最後まで何が起
こるか分からない。慎重に歩を進める１号車は、この難所も部門１位で
ゴール。２号車がこれに続き、３位との差を10時間50分近くまで広げた。

メカニック

横田 猛 （トヨタ自動車）
メカニック

丸山 昭寿 （福岡トヨタ自動車）
メカニック

波止 橋蔵 （福岡トヨタ自動車）
メカニック

冨田 貴夫 （福岡トヨタ自動車）
ナビゲーター

三浦 昂
ドライバー

ニコラ・ジボン

TEAM VOICE
２号車 No.344

TEAM VOICE

ピンチもあったが、ステージを無事
終えて笑顔を見せるゲネックナビ。

SSの状況を
森監督に報告
する三浦ナビ。
車に支障はな
く安心の様子。
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ポディウムで優勝した三橋／ゲネック組を見つめる
森監督。その心境は達成感より安堵感が大きかった。

年
ぶ
り
の
優
勝
を
遂
げ
て
、
感

想
は
い
か
が
で
す
か
。

勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

少
し
時
間
が
経
ち
ま
し
た
が
、

ま
で
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
は
間
違

い
で
は
な
か
っ
た
と
証
明
で
き
た
。
ほ

っ
と
し
ま
し
た
ね
（
笑
）」

─
─
２
０
１
４
年
大
会
に
向
け
て
チ
ー

ム
は
モ
ロ
ッ
コ
テ
ス
ト
を
３
回
行
い
、

大
幅
な
車
両
性
能
の
見
直
し
も
行
い
ま

し
た
。

「
例
え
ば
南
米
に
多
い
フ
ェ
シ
ュ
フ
ェ

シ
ュ
（
乾
燥
し
た
パ
ウ
ダ
ー
状
の
土
埃

が
堆
積
し
た
柔
ら
か
い
路
面
。
タ
イ
ヤ

が
深
く
沈
み
こ
み
走
行
抵
抗
が
大
き

い
）
が
延
々
と
続
く
よ
う
な
と
こ
ろ
は

モ
ロ
ッ
コ
に
は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、

テ
ス
ト
は
上
手
く
行
っ
た
と
思
い
ま
す
。

な
に
よ
り
最
初
の
テ
ス
ト
で
検
証
し
た

内
容
が
次
は
本
番
で
は
な
く
て
も
う
一

度
テ
ス
ト
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
た
の
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
」

─
─
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
本
番
で
そ
の
手

ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
か
？

「
車
両
の
軽
量
化
も
あ
り
ま
す
が
、
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
一
番
効
果
を
感
じ
た

の
は
デ
フ
の
ギ
ア
比
を
変
え
て
全
体
を

ロ
ー
ギ
ア
ー
ド
化
し
た
こ
と
で
す
。
砂

丘
を
乗
り
越
え
る
と
き
に
加
速
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
ホ
イ
ー
ル
幅

を
狭
く
し
て
リ
ム
の
形
状
も
見
直
し
た

こ
と
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
よ
り
空
気
圧

を
下
げ
て
も
リ
ム
落
ち
（
内
圧
が
低
い

状
態
で
変
形
し
た
タ
イ
ヤ
が
ホ
イ
ー
ル

か
ら
外
れ
て
し
ま
う
こ
と
）
し
に
く
く

な
っ
た
の
は
心
強
か
っ
た
で
す
」

─
─
今
回
の
ラ
リ
ー
で
一
番
大
変
だ
っ

た
ス
テ
ー
ジ
は
ど
こ
で
し
た
か
？

「
自
分
に
と
っ
て
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
暑
さ
に
な
っ
た

９
日
。
ト
ゥ
ク
マ
ン
に
行
く
と
き
で
し

た
。
あ
の
日
は
リ
ズ
ム
が
悪
く
ミ
ス
も

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
直
接
タ
イ
ム
ロ

ス
に
は
つ
な
が
ら
ず
『
こ
れ
は
今
回
は

流
れ
が
良
い
ぞ
！
』
と
い
う
手
ご
た
え

を
感
じ
ま
し
た
。
調
子
の
悪
い
と
き
に

ど
れ
だ
け
ロ
ス
を
減
ら
す
か
が
戦
い
の

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
か
ら
。
そ
れ
に

し
て
も
暑
か
っ
た
。
熱
中
症
に
な
っ
て

手
足
が
痺
れ
て
き
て
、
ナ
ビ
の
ア
ラ
ン

─
─
再
び
王
者
に
な
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
で
し
ょ
う
？

「
ま
ず
、
勝
つ
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か

り
精
査
す
る
べ
き
と
考
え
ま
し
た
。
自

分
た
ち
の
実
力
は
ど
う
い
う
レ
ベ
ル
で
、

ど
こ
ま
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
。
私
は
か
つ
て
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
選

手
で
し
た
が
、
常
に
上
位
の
チ
ー
ム
に

勝
つ
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
２

大
会
負
け
て
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
や
っ

て
い
た
と
き
の
挑
み
続
け
る
気
持
ち
が

な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た
の

で
す
」

─
─
モ
ロ
ッ
コ
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

例
年
よ
り
増
や
し
た
の
も
そ
こ
か
ら
で

す
か
？

「
砂
路
面
で
の
走
破
性
向
上
を
中
心
に

ク
ル
マ
の
仕
様
を
見
直
す
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
に
併
せ
て
モ
ロ
ッ
コ
の
テ
ス
ト
を

こ
れ
ま
で
の
１
回
か
ら
３
回
に
増
や
し

ま
し
た
。
テ
ス
ト
が
１
回
で
す
と
そ
こ

で
出
た
結
果
は
本
番
で
し
か
試
せ
ま
せ

ん
。
今
回
は
ダ
カ
ー
ル
の
本
番
に
相
当

す
る
距
離
の
走
り
こ
み
を
行
い
、
見
直

し
た
部
分
に
不
具
合
が
出
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
れ

は
自
信
と
い
う
意
味
で
も
結
果
に
繋
が

っ
た
と
思
い
ま
す
」

─
─
と
こ
ろ
で
、
ラ
リ
ー
の
監
督
と
は

ど
う
い
う
仕
事
を
す
る
の
で
し
ょ
う

か
？

「
戦
術
に
つ
い
て
は
お
お
ま
か
な
指
示

を
出
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
競
技
中
に
細

か
い
指
示
を
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

サ
ッ
カ
ー
や
野
球
と
の
大
き
な
違
い
で

す
ね
。
こ
れ
は
自
分
の
考
え
で
す
が
、

ド
ラ
イ
バ
ー
や
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
、
メ
カ

ニ
ッ
ク
と
い
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
全
力
を
出
せ
る
環
境
を

作
る
こ
と
。
そ
れ
が
一
番
の
仕
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で

あ
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
個
々
の
思
い
を
チ

ー
ム
が
狙
う
方
向
に
向
け
な
が
ら
最
大

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
も
ら

う
。
そ
し
て
結
果
を
出
す
。
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
す
」。

も
一
時
は
危
険
な
状
態
で
し
た
」

─
─
後
半
戦
は
ず
っ
と
１
位
で
大
き
な

差
を
保
っ
て
い
ま
し
た
が
、
気
持
ち
の

上
で
ナ
ー
バ
ス
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
か
？

「
マ
ー
ジ
ン
が
あ
っ
て
も
砂
丘
で
一
回

失
敗
し
て
ク
ル
マ
を
壊
し
た
ら
終
わ
り

で
す
。
そ
う
い
う
ナ
ー
バ
ス
さ
は
後
半

の
ア
タ
カ
マ
で
は
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
。

で
す
が
エ
ル
・
サ
ル
バ
ド
ル
に
行
く
Ｓ

Ｓ
で
最
後
の
砂
丘
の
終
わ
り
が
見
え
た

と
き
は
、
難
関
を
無
事
に
終
え
『
ゴ
ー

ル
が
見
え
た
』
と
気
持
ち
が
高
揚
し
ま

し
た
が
、
ゴ
ー
ル
す
る
ま
で
は
安
心
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
気
を
引
き
締

め
ま
し
た
」

盤
で
戦
列
か
ら
離
れ
、
運
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
３
回
続

い
た
ら
自
分
は
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
の
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
相
応
し
く
な
い
の
で

は
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
今
回
、
そ
れ

３年越しに待望の勝利を得たTLC
その道のりは長く厳しいものであった
昨年と同じことをしていたのでは勝てない
これまで以上に訓練と努力を重ね
ついにその座を取り戻したのであった

ダカールラリー2014を語る
SPECIAL INTERVIEW

だ
と
い
う
気
持
ち
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

に
落
と
し
穴
が
あ
り
ま

し
た
。
勝
つ
こ
と
に
慣

れ
て
し
ま
い
、
甘
え
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
２
０
１
２
年

に
初
め
て
負
け
た
と
き

は
ト
ラ
ブ
ル
や
ア
ク
シ

デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば

負
け
な
か
っ
た
の
で
は

と
考
え
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

今回のキーポイントとなった９日の第５ステージ。あ
まりの暑さに走り終えてクルマを降りたときは、疲
労困憊でふらふらの状態。それほどの厳しさだった。

自主的にもっとできることはないかと、メンバーひとりひとり
がより積極的に行動するようになったと森監督。

三橋ドライバーと同じように、「ナビゲーターのアランも勝ちた
いという気持ちが強く、今回の勝利を本当に喜んでいた」という。

連覇を途切れさせた責任を感じて
いたという。背水の陣で臨み、こ
の２年間の雪辱を見事果たした。

実質最後の難関となった17日第
12ステージの砂丘をクリアする１
号車。これで勝利はほぼ手中に。

優ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
が
終
わ
っ
て
、
今
の

お
気
持
ち
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
に

帰
っ
て
き
て
多
く
の
方
に
祝
っ
て
頂
き
、

感
謝
す
る
と
と
も
に
タ
イ
ト
ル
の
大
事

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
自
分
に
と
っ

て
は
４
回
目
の
優
勝
で
す
が
、
初
め
て

勝
っ
た
と
き
の
よ
う
な
“
や
っ
た
！
”

と
い
う
感
じ
よ
り
は
安
堵
感
、
ほ
っ
と

し
た
気
持
ち
が
大
き
い
で
す
ね
」。

─
─
３
年
ぶ
り
で
ほ
っ
と
し
た
と
？

「
こ
の
２
年
間
勝
て
な
か
っ
た
理
由
は

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
て
１
回
目
は
自
分

の
ミ
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
予
想
外
の
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
ま
し
た
。
２
回
目
は
序

3「
ず
っ
と
リ
ー
ド
は
し
て
い
ま
し
た
が

も
し
順
位
を
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
た
ら
終

わ
り
だ
と
、
最
後
ま
で
気
が
抜
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
思
い
は
こ
れ
ま
で
よ

り
も
強
か
っ
た
で
す
。
１
号
車
が
ポ
デ

ィ
ウ
ム
に
上
が
っ
て
き
た
の
を
見
た
と

き
は
、“
や
っ
た
！
”
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
が
、
嬉
し
さ
よ
り
も
安

堵
感
が
強
か
っ
た
で
す
。
チ
ー
ム
が
一

丸
に
な
っ
て
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
で

結
果
が
出
る
こ
と
が
再
認
識
で
き
ま
し

た
し
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
」

─
─
こ
の
２
年
間
の
敗
因
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

「
私
は
チ
ー
ム
が
３
連
勝
中
だ
っ
た
時

に
監
督
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
が
、
翌

年
ラ
ン
ク
ル
１
０
０
に
代
わ
り
投
入
し

た
ラ
ン
ク
ル
２
０
０
で
も
３
連
勝
し
、

チ
ー
ム
と
し
て
は
６
連
覇
を
果
た
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
で
勝
て
る
の

チーム監督 森 達人
大切なのは挑み続けること、進化し続けること

１号車ドライバー 三橋 淳
これまでの努力が正しかったと証明できた

─
─
こ
れ
か
ら
チ
ー
ム
は
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
く
の
で
し
ょ
う
。

「
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、

連
覇
を
狙
っ
て
体
制
を
作
っ
て
行
き
た

い
で
す
。
進
化
し
続
け
る
こ
と
を
念
頭

に
置
い
て
チ
ー
ム
も
ク
ル
マ
も
作
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
勝
ち
続
け
る
こ
と
が
私
た
ち
の
最

大
の
目
標
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
応
援

し
て
く
だ
さ
る
方
た
ち
の
認
知
が
高
ま

る
と
と
も
に
、
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
を

作
っ
て
い
る
人
た
ち
が
『
世
界
で
通
用

す
る
強
い
車
を
作
っ
て
い
る
』
と
い
う

誇
り
を
共
有
で
き
る
。
そ
う
し
た
す
べ

て
の
人
が
参
加
で
き
る
輪
が
広
が
っ
た

ら
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
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Ｔ
Ｌ
Ｃ
は
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
リ
ー
参

戦
を
目
指
し
、
ラ
リ
ー
車
の
燃
料
に
廃
食

油
か
ら
精
製
し
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
を
使
用
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｄ

Ｆ
の
原
料
と
な
る
廃
食
油
は
、
ト
ヨ
タ
車

体
の
従
業
員
や
、
地
域
の
方
々
、
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
約

８
０
０
０
ℓ
も
の
廃
食
油
を
回
収
し
て
い

る
。

　

ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
２
０
１
４
に
お
い
て

も
、
２
台
の
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
２
０
０

に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
１
０
０
％

使
用
し
、
Ｎ
Ｒ
Ｊ
部
門
（
環
境
に
配
慮
し

た
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
た
ク
ル
マ

の
部
門
）
に
お
い
て
、
４
年
連
続
の
優
勝

を
果
た
し
た
。

メカニック＆アシスタントクルー

近隣の小学校での廃食油贈呈式

チーム代表＆チーム監督

2号車（No.344） 1号車（No.345）

2002年、トヨタランドクルーザープラドでダ
カールラリーに初出場。2007年大会では
BOWLER部門および、アマチュアクラスで優
勝した。2009年大会よりTLCに加入し、部門
優勝を遂げる。その後、一度チームを去るが、
2013年に再びチームに戻り、市販車部門準優勝。
今年もその実力を発揮し、１号車に続き、市販
車部門２位の座を獲得した。

1976年からエンジン分野のエンジニアとして
勉強を積み、プジョーのモータースポーツ部門
に参加。メカニックとしてルマン24時間レー
スを経験。1987年には、メカニックのできる
ナビゲーターとしてプジョーよりダカールラリ
ーに参戦。以降、ナビゲーターとしてシトロエ
ン、ニッサン、BMWなどで総合優勝争いを展開。
2011年からTLCに加入し、以来三橋ドライバ
ーのナビゲーターを務める。

日本を代表するクロスカントリードライバー。
2000年からバイクでダカールラリーに出場し、
トッププライベーター賞に輝くなど、ライダー
として国内外で活躍。４輪転向後は、総合11
位と日本人でトップの成績を収めるなど、ドラ
イバーとしてのセンスを開花させる。2007年
よりTLCに加入、市販車部門優勝を果たす。
2010、11年には堂々の連覇を達成。今年４度
目の優勝を果たした。

ドライバー、ナビゲーターは昨年と同じ布陣に
日本人メカニックには昨年の３名に新たに１名が加入
チーム力をさらに強めたメンバーで戦いに臨んだ

ダカールラリー2014
チーム体制

TEAM MEMBERS  
BDF CHALLENGE

チーム代表

林 正敏 MASATOSHI HAYASHI
トヨタ車体 執行役員

2012年６月よりチーム代表に就任。
「厳しい時こそ明るく、楽しく、元
気よく」をモットーに必達目標であ
る首位奪回に向けてチームを支えた。

チーム監督

森 達人 TATSUTO MORI
トヨタ車体 総務部広報室

2008年チーム監督に就任。日本リ
ーグに属する同社ハンドボールチー
ムの選手として活躍した経験を生か
し、選手が最大限の力を発揮できる
環境を作ることに取り組む。

コーディネーター
奥地 博之
HIROYUKI OKUCHI

メカニック
パスカル・ブロア
PASCAL BEUROIS

カミオンクルー
ミッシェル・ボージョン
MICHEL BEAUJEAN

カメラマン
志水 久
HISASHI SHIMIZU

メカニック
ペドロ・アンブロシオ
OLIVEIRA AMBROSIO

カミオンクルー
エリック・デリゾッティ
ERIC DELLI-ZOTTI

カミオンクルー
ローラン・ソイエ
LAURENT SOHIER

チーフメカニック
フィリップ・シャロワ 
PHILIPPE CHALLOY

メカニック
ニコラ・パティ
NICOLAS PATY

２号車ドライバー

ニコラ・ジボン NICOLAS GIBON
1981年11月7日生まれ

１号車ナビゲーター

アラン・ゲネック ALAIN GUEHENNEC
1954年3月21日生まれ

１号車ドライバー

三橋 淳 JUN MITSUHASHI
1970年7月2日生まれ

モータースポーツは未経験だったが、TLCでのラ
リー参戦を夢見て2005年にトヨタ車体に入社。
2006年に社内選考でナビ候補に選抜されチーム
入り。トレーニングを積み、2007年に三橋ドライ
バーのナビとしてデビューし優勝する。2009年に
はジボンドライバーとのコンビで優勝。2011年に
後任の社員ナビに後を託したが、2013年にジボ
ンとのコンビで復帰し、市販車部門準優勝。
2014年も準優勝を飾った。

廃食油回収に
ご協力

いただいた方々

バイオディーゼル 燃 料

環境に配慮した
BDFでの参戦

いただいた方々

8000ℓの廃食油
回収を達成

昨年、トヨタ自動車から派遣され、ダカールラリー2013で
TLCメカニックとしてデビュー。ダカールラリー2013では
1号車を担当し、戦線離脱という悔しい思いを経験。持ち前
の責任感を武器に今大会では１、２号車両方を担当した。

横田 猛 TAKESHI YOKOTA
メカニック
トヨタ自動車

福岡トヨタ自動車から派遣されたメカニック。昨年は1号車
を担当したものの、無念の戦線離脱となり悔しさを滲ませた。
ダカールラリーは今回で３回目となり、これまでに培った経
験や持ち前の熱い闘志で首位奪回に貢献した。

丸山 昭寿 AKIHISA MARUYAMA 
メカニック
福岡トヨタ自動車

福岡トヨタ自動車から派遣され、ダカールラリー2013で
TLCメカニックとしてデビュー。昨年は２号車を担当し、市
販車部門２位となった。前大会での経験と九州男児の熱い闘
志で２号車のアクシデントの際にその能力を十分に発揮した。

波止 橋蔵 HASHIZO NAMITOME
メカニック
福岡トヨタ自動車

今回の大会に向けて、福岡トヨタ自動車から新加入した。車
両整備やトラブルシューティングなど、約１年間の国内外で
の訓練を重ねてきた。初めてのダカールラリーに気力をみな
ぎらせ、先輩メカとともにその役割を果たした。

冨田 貴夫 TAKAO TOMITA
メカニック
福岡トヨタ自動車

三浦 昂
AKIRA MIURA
1983年1月26日生まれ
トヨタ車体 総務部広報室

２号車ナビゲーター
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シェイクダウン 11月

モロッコ訓練 6月 9月社内壮行会 12月

“優勝奪回”という目標達成のために
前回の大会終了後から、チームは一丸となり
数多くの訓練や日々 の努力を積み重ねてきた

ダカールラリー2014に向けた

１年間のプロジェクト

TOYOTA GAZOO Racing FESTIVAL
（静岡県・富士スピードウェイ）

ラリー車特別展示
（愛知県・ミッドランドスクエア）

モータースポーツジャパン（東京都・お台場） 全日本選手権スーパーフォーミュラ
（静岡県・富士スピードウェイ）

モータースポーツフェスタ
（愛知県・豊田スタジアム）

新城ラリー（愛知県・新城市）

イベント出展 １年間を通じて、各地で開催されたイベントに参加。ラリーの魅力やTLCの活動をPRし、　多くのファンの方々と交流を行った。

激励の言葉を送る網岡社長。

応援の寄せ書きをした社旗とチー
ム旗を贈呈。

壮行会の最後には三河神明太鼓の方々による力強い和
太鼓の演奏と激励のエールがチームメンバーに送られた。

大だるまの目入れ
は林チーム代表と
森監督が、小だる
まの目入れはドラ
イバー、ナビゲー
ター、日本人メカ
ニックとトヨタ車
体の代表社員が行
った。

チーム代表、監督、ドライバー、ナビゲーター、日本人メカニックが集結。

　実戦に近い環境でのテ
スト。チームのメンバー
であるフランスのメカニ
ックとともにラリー車両
の評価や耐久テスト、ト
ラブルシューティングな
どを行い、ダカールラリ
ー本番に向け、クルマも
チームもポテンシャルア
ップを図っていった。

日仏混成のTLCはお互いのコミュニケー
ション能力を上げていくのも重要なこと。

車両を整備するメカニックの表情からも熱
心な取り組みと真剣さが伝わってくる。

ドライバーもテスト走行を積み重ねて、車
両の改良を進めていった。

モロッコを訪れたTLCスポンサー企業の方々。
本番に向け、１年積み重ねてきた努力の
総仕上げ。走行の結果に好感触を得た。

メカニックだけでなく、ドライバーやナ
ビゲーターも車両整備の訓練を行う。

灼熱のモロッコでチームを激
励するトヨタ車体石黒副社長。

　モロッコで行なわれたラリー車の最終テスト
には、日本からTLCスポンサー企業の代表が
見学に訪れ、本番さながらの迫力ある走りを体
験するとともに、選手に熱い激励を送った。

　12月12日（水）、さなげアドベンチャーフィールド（愛知県
豊田市）で、ダカールラリー2014参戦発表会を実施。約70名
の報道関係者を前に、林チーム代表と森監督は「期待にこたえ
られるように、市販車部門王座奪回に向け、強い思いで、チー
ム一丸となって戦う」と決意表明を行った。また、三橋ドライ
バー、ゲネックナビゲーター、ジボンドライバー、三浦ナビゲ
ーター、トヨタ自動車の横田メカニック、福岡トヨタ自動車の
丸山、波止メカニック、今年から新加入した冨田メカニックも
それぞれ決意を発表した。

参戦発表会 12月

　12月13日（木）、トヨタ車体吉原工場体育館で壮行会が開催
され、網岡社長をはじめ、トヨタ車体社員約600名が市販車部
門王座奪回に向けて、TLCチームメンバーに熱い声援を送った。
また、廃食油の回収に協力してくださった富士松中学校と若園

中学校からは、生
徒の方々の応援メ
ッセージをまとめ
たボードが三橋ド
ライバーとゲネッ
クナビゲーターに
贈呈された。
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■ランドクルーザー200ラリー車スペック
車両型式 VDJ200

全長×全幅×全高 4,950×1,910×1,970㎜

エンジン型式 １VD-FTV型（ディーゼルエンジン）

総排気量 4,461cc

燃料タンク容量 350ℓ

最高出力 245ps/3,800rpm

最大トルク 430Nm／1,200〜3,600rpm

トランスミッション ５速マニュアル

ステアリング ラック＆ピニオン式

ブレーキ ベンチレーテッドディスク

ショックアブソーバー リザーバータンク付単筒ガス式

サスペンション

前：ダブルウィッシュボーン式
独立懸架コイルスプリング

後：トレーリングリンク車軸式
コイルスプリング

タイヤサイズ 285/70R17

　

Ｔ
Ｌ
Ｃ
の
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
出
場
車
両
は
ト

ヨ
タ
・
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
２
０
０
の
市
販
車

が
ベ
ー
ス
だ
。
現
在
の
４
輪
部
門
に
は
改
造
車

と
市
販
車
の
２
部
門
が
あ
り
、
前
者
は
競
技
専

用
に
作
ら
れ
た
車
両
を
対
象
に
広
い
範
囲
で
の

改
造
が
認
め
ら
れ
る
も
の
。
後
者
は
市
販
車
を

ベ
ー
ス
と
し
、
改
造
範
囲
が
厳
し
く
制
限
さ
れ

て
い
る
。
安
全
装
備
以
外
の
改
造
は
殆
ど
許
さ

れ
て
お
ら
ず
、
ベ
ー
ス
車
両
が
持
つ
性
能
が
競

技
車
と
し
て
の
戦
闘
力
を
大
き
く
左
右
す
る
。

　

ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
は
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
の

初
期
の
頃
か
ら
参
加
車
両
や
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
カ

ー
と
し
て
活
躍
し
、
持
ち
前
の
優
れ
た
オ
フ
ロ

ー
ド
走
破
性
や
堅
牢
性
を
発
揮
し
て
き
た
。
そ

の
系
譜
は
最
新
型
の
２
０
０
に
も
受
け
継
が
れ
、

フ
レ
ー
ム
／
ボ
デ
ー
別
体
構
造
の
強
靭
な
車
体

や
ク
ラ
ス
随
一
の
頑
丈
な
足
回
り
等
を
備
え
る
。

　

Ｔ
Ｌ
Ｃ
で
は
同
モ
デ
ル
の
４
・
４
ℓ
Ｖ
型
８

気
筒
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
搭
載
車
を
ベ
ー
ス

に
、
ラ
リ
ー
用
の
改
造
を
施
し
た
車
両
で
２
０

０
９
年
か
ら
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
を
戦
っ
て
い
る
。

　

外
観
は
ボ
デ
ー
形
状
の
変
更
は
も
ち
ろ
ん
、

軽
量
化
を
目
的
と
し
た
外
板
等
の
材
料
置
換
も

許
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
ぼ
市
販
車
の
ま
ま
。
た

だ
し
、
規
則
で
認
め
ら
れ
て
い
る
後
部
ド
ア
よ

り
後
ろ
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ガ
ラ
ス
の
他
部
材
へ
の

交
換
の
ほ
か
、
エ
ン
ジ
ン
吸
入
空
気
用
の
シ
ュ

ノ
ー
ケ
ル
、
室
内
換
気
用
ル
ー
フ
ベ
ン
チ
レ
ー

タ
、
ア
ン
ダ
ー
ガ
ー
ド
類
な
ど
の
装
備
品
を
追

加
し
て
い
る
。
前
後
の
牽
引
フ
ッ
ク
や
ボ
ン
ネ

ッ
ト
固
定
用
の
ピ
ン
、
前
後
輪
の
マ
ッ
ド
ガ
ー

ド
な
ど
は
装
着
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
だ
。

車
体
の
各
部
は
当
て
板
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
、

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
コ
イ
ル
ス
プ
リ
ン
グ
の
強

化
、
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ
ー
の
１
輪
あ
た
り

２
本
装
着
と
ア
ー
ム
類
の
補
強
を
行
っ
て
い
る
。

　

エ
ン
ジ
ン
は
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
の
吸
入

部
に
リ
ス
ト
リ
ク
タ
ー
（
吸
入
空
気
量
を
制
限

し
て
出
力
を
一
定
レ
ベ
ル
以
下
に
抑
制
す
る
部

品
）
が
装
着
さ
れ
る
ほ
か
は
内
部
の
改
造
は
禁

止
。
５
段
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
も
ノ

ー
マ
ル
だ
が
、
前
後
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
ギ

ア
の
ギ
ア
比
は
設
定
さ
れ
た
中
で
選
択
で
き
る
。

　

室
内
は
転
倒
や
衝
突
時
に
乗
員
を
守
る
ロ
ー

ル
ケ
ー
ジ
で
補
強
し
、
６
点
式
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
や
専
用
の
シ
ー
ト
、
消
火
器
な
ど
の
安
全
装

備
や
、
区
間
距
離
を
測
る
ト
リ
ッ
プ
メ
ー
タ
ー
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
器
が
備
え

ら
れ
る
。
リ
ア
シ
ー
ト
部
に
は
ゴ
ム
製
の
袋
を

内
蔵
し
て
変
形
時
も
漏
れ
難
い
燃
料
タ
ン
ク
を

備
え
る
が
、
今
回
容
量
を
４
０
０
ℓ
か
ら
３
５

０
ℓ
に
縮
小
。
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
搭
載
数
も
４
本

か
ら
３
本
に
し
、
ス
テ
ー
関
係
の
見
直
し
な
ど

全
体
で
約
85
㎏
も
の
軽
量
化
を
達
成
し
て
い
る
。

ラゲッジルームには最大で３本のスペアタ
イヤの搭載が可能。他にもスペアパーツや
工具、砂地やぬかるみでタイヤが空転した
ときに使うスコップなどが備えられている。

●ラゲッジルーム
Luggage Room

●ジーピーエスGPS
ナビゲーションツー
ルとして、助手席に
はGPSとトリップ
メーターが備えられ
ている。ナビゲータ
ーはコマ図の情報と
計器の表示を確認し
ながらドライバーに
ルートを指示する。

MECHANISM 車両機能・装備

安全性を高めるための
補強や装備がいっぱい

※（　　）内は物品・技術支援企業です。

●エンジンオイル（MOTUL）Oil
エンジンやミッション、デフ用のオイ
ルにはさまざまなモータースポーツで
活躍するモチュール製品を使用。中で
もデフオイルは高温になる負荷の大き
な砂漠でも安心の性能を発揮する。 ●ブレーキパッド（エンドレスアドバンス）3 Brakes

砂、土、泥、岩などさ
まざまな路面状況や山
岳路や砂丘の急斜面な
どいかなる場面でも高
い制動力が求められる
ブレーキ。ラリー車で
テストを繰り返し、そ
の性能はドライバーか
ら高い信頼を得ている。

●ホイール（エンケイ）
2 Wheels

ラリー車の足元を支えるのは専用のマグ
ネシウム鍛造ホイール。軽量化を図りな
がら、世界一過酷と言われるダカールラ
リーを戦い抜く高い耐久性と信頼性を兼
ね備えている。

2

3

灼熱の砂漠、標高4200mにも達する高地、大きな寒暖差
道なき道を行き、崖のような坂を駆け抜ける……

この厳しい戦いのためにランドクルーザーはさらに強化され
チームも強力なバックアップで支えられている

TLC強さの秘密
過酷な環境に打ち勝つために

ダカールラリーに求められる高い性能

EQUIPMENT & GEAR

●ショックアブソーバー（KYB） ●コイルスプリング（中央発條）
激しい走りを支える
サスペンションを取
り付ける部分はまさ
に要。高い精密加工
によって作られたス
ペシャルパーツが使
われている。

●フロントサスペンションアッパーサポート（トピア）
別体式リザーバータンク付ア
ブソーバーは高温下でも高い
減衰力を発揮し、高い対砂塵
性を確保。卓越した性能をも
つスプリングとあわせ、凹凸の
激しいダカールラリーの路面
に挑むランクルの走りを支える。

車体の剛性と、転
倒時における乗員
の安全性を高める
ために、車内には
パイプが張り巡ら
され補強を行って
いる。

●ロールケージRoll Cage

1 Suspension

1

牽引用フック

マッドガード
（泥よけ）

ベンチレータシュノーケル
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●機能性栄養食品（大塚食品）
Foods & Supplements

長くて暑いラリー中には体力も消耗するため、水分や栄養の補給
が必要。そこで用いられているのが大塚食品の製品。汗で失われ
た水分／イオンを補給するポカリスエットや、短時間でも簡単に
栄養補給ができるエネルゲンゼリーなどが戦いを支えている。

●日本食（シマツ）Japanese Foods
日本人スタッフの胃袋を癒してくれ、力のもととなるのが日本食。
米はエネルギー源として有効なため、ドライバーやナビゲーター
だけでなく、日本人以外のスタッフにも好まれている。他にも缶
詰などが用意されている。

●レーシングスーツ（PEF）
1 Racing Suits

TLCのレーシングスーツはイタリアのサ
ベルト社製。競技中の車内が50℃以上
になることもあるラリー車だがエアコン
が搭載されていないため、通気性の良い
生地を使ったスーツをオーダーしている。

●ヘルメット（アライヘルメット）
2 Helmets

車両の転倒が珍しくないダカールラリーで、
乗員の頭部を守る重要なヘルメット。暑い
車内でも快適に過ごせるような通気性をも
ち、内装も容易に交換できるようになって
いる。バイザーは角度調節ができ、状況に
応じて日差しを遮れるようになっている。

●腕時計（カシオ計算機）
3 Watches

新・対衝撃性構造を持つG-SHOCKにト
リプルセンサーVer.3を初搭載。方位、気圧、
気温、高度を高精度に計測し、過酷なダカ
ールラリーを戦い抜くために必要な情報を
ドライバーやナビゲーターに提供する。

●シートベルト（タカタ）
激しい揺れや転倒の際にしっかりと体を支え
るのはフルハーネスという競技で使われるタ
イプのシートベルト。ベルトは両肩、腰、腿
を締めてバックルでとめる。

●クーリングシート（デンソー）
エアコンが搭載されていないラリー車で少しでも
車内を快適にするアイテムがクーリングシート。
座席下のファンから運び込まれた空気が座面と背
面に送り出され背中のムレや太ももの汗ばみを抑
え、ラリー中も集中力を維持できる。

●シートクッション（野口装美）
ラリーカーでは激しい走行でも身体をしっか
り支えるために、各乗員の体型にあわせてシ
ートクッションで調整を行う。まさにオリジ
ナルのスペシャルシートだ。
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FOODS ドリンク・食料品 チーム全員を支える、力強いエネルギー源 INTERIOR 室内装備 快適かつ安全なドライビングをサポート

TEAMS チームスタッフ用アイテム DRIVERS ドライバー用アイテム厳しい環境、さまざまな状況に対応するタフな仕様 機能性、快適性を考えたさまざまなドライバー装備

Team Wears
●キャンプ用品（モンベル）
Camping Gears

２週間におよぶダカールラリーでの生活はキャンプだ。
TLCで使うテントや寝袋、エアマットは、登山や南極・
北極遠征で実績を誇るモンベル製。体力がものをいうこ
うした環境で、少しでも疲労を軽減し、快適な睡眠をサ
ポートしてくれる。

●チームウェア
（コロンビアスポーツウェアジャパン）
寒暖差が大きく、砂漠の砂嵐や突然の雨など、
あらゆる気象条件が待ち受けるダカールラリ
ーでは、そうした過酷な条件で優れた機能性
や耐久性を持つウェアが求められる。TLCで
は登山やスキー等で実績のあるコロンビアス
ポーツウェアジャパンの製品を使用している。

●チームウェア
（TBユニファッション）
チームの公式ウェアとして使用されるのが
TBユニファッションオリジナルのピット
シャツ。細部までこだわった作りとデザイ
ンで人気も高い。また、強い日差しを受け
るダカールラリーではチームキャップも重
要なアイテムとして活躍している。

●ノートパソコン（NEC）PC●工具（峰澤鋼機）Tools
厳しい条件下で威力を発
揮しているのがNECの
ノートパソコン、シール
ドプロ。水や塵の進入を
防ぐ防滴／防塵設計で、
砂塵が舞うダカールラリ
ーでも問題なく作動。競
技中のデータ管理、作戦
立案はもちろん、ラリー
車両の開発にも使用され
ている。

ビバークでの整備や、
緊急時の対応に車両に
搭載されるのがさまざ
まな工具類。タイヤ交
換でネジ締めに使われ
るマキタ製の電動イン
パクトレンチ、ドイツ
・スタビレー社の工具
を使用している。なく
てはならない必需品ば
かりだ。

SEATS


